
こごせ幼稚園卒園式　せんせい、ありがとう

　春の訪れを感じる３月15日、こごせ幼稚園は13回目の卒園式を迎えました。20人の園児たちは、がんばったことや
楽しかったこと、たくさんの思い出を胸に元気いっぱいに卒園しました。
　４月には、新１年生として、新しい先生やお兄さんお姉さんのいる小学校へ行きます。
　また13日には中学校の卒業式が19日には小学校の卒業式が行われました。
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　本年は、自立のむらづくりをめざした第４次総合計画が３年目を迎えます。
財政運営では、村民の皆さんにも負担をお願いしながら取り組んだ行財政改革による財政効果などにより
改善が図られました。
　第４次総合計画に掲げている、最重点目標「人口の維持」「地域の活性化」の実現をめざす中、健全な財
政運営を維持しながら、一歩ずつ、元気なむらづくり、積極的なむらづくりに取り組んでいきます。
平成25年度の予算においては、魅力あるむらづくりができるよう、「防災」「子育て支援の充実」「観光・
地域づくり」に重点を置いた予算編成を行いました。また、平成24年度予算事業（繰越事業）ではありま
すが、千早小吹台小学校屋内体育館耐震補強事業にも取り組み、子どもの教育環境の「安全・安心」の確
保にも努めます。
　今後、限られた経営資源を十分活かし、元気のあるむらづくりに向け村民の皆さんとともに取り組んで
いきたいと考えていますので、村民の皆さんのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

３つの重点施策
　３年目を迎える第４次総合計画における平成25年度のむらづくりの３つの重点施策を設定しました。本村
の地域性を活かし、元気でハツラツ、安全・安心で子育てしやすく、住んでよかったと思えるにぎわいあふ
れるむらづくりをめざします。

　１．“防災対策の充実”（東日本大震災など災害を踏まえた安全対策）
　２．“子育て支援の充実”（中学卒業まで入院・通院費用の一部を助成）
　３．“元気な観光・地域づくり”（金剛山、棚田などの資源を活かした交流人口の増加策）
　※３つの重点施策は、４ページに掲載しています。

平成25年度予算が決まりました !!
～「夢を持って子育てができるむら　金剛山のむら」をめざして～

『第４次総合計画に基づく平成25年度の重点施策』
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　平成25年度の当初予算の総額は46億4,091万円で、前年度と比較して2.5％の減、一般会計予算は、
25億1,850万円で前年度と比較して7.7％の減、特別会計予算は、21億2,241万円で前年度と比較し
て4.4％の増となり概ね前年度並みの予算となっています。

420,696円の内訳
１月末日
総人口  5,977人で算出

民生費

107,922円

公債費

76,182円

教育費

42,001円

土木費

35,829円

農林水産業費

7,054円

商工費

4,659円

議会費

12,070円

消防費

26,433円

衛生費

42,239円

総務費

66,307円

区　　　分
会　計　別

平成25年度
予算額

平成24年度
予算額

対前年度
増減額

対前年度
増減率

一般会計 25億1,850万円 27億2,718万円 ▲2億868万円 ▲7.7%

特 別 会 計

国民健康保険
事 業 勘 定 8億9,601万円 8億4,154万円 5,447万円 6.5%
施 設 勘 定 1,355万円 1,334万円 21万円 1.6%

介 護 保 険 5億7,393万円 5億6,392万円 1,001万円 1.8%
後 期 高 齢 者 医 療 7,819万円 7,595万円 224万円 2.9%
下 水 道 事 業 2億2,389万円 2億1,991万円 398万円 1.8%
金 剛 山 観 光 事 業 8,577万円 8,582万円 ▲5万円 ▲0.1%

水 道 事 業
収益的支出 1億4,505万円 1億5,066万円 ▲561万円 ▲3.7%
資本的支出 1億602万円 8,138万円 2,464万円 30.3%

合　　　　　計 21億2,241万円 20億3,252万円 8,989万円 4.4%
合　　　　　計 46億4,091万円 47億5,970万円 ▲1億1,879万円 ▲2.5%

会計別でみた予算額

村民一人当たりの予算額 基金残高と地方債残高の推移
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○継 防災拠点整備事業　　２００万円
防災・災害対策の中枢である役場庁舎の防災拠点としての整備
を検討します。

○新 防災対策事業　　１，４２９万円
防災資器材を購入、防災備蓄倉庫を避難場所３か所に設置、防
災行政無線戸別受信機の設置など防災対策に備えます。

○継 消防団車両更新事業　　８２４万円
各分団に配置している消防車両２台を更新します。

○継 水道施設更新事業　　４，９７７万円
老朽化している水道施設（千早浄水場や配水管）の整備を進めます。

○拡  村立中学校給食導入事業　　１，０５９万円
平成25年４月から幼稚園・小学校と同様の完全給食を
実施します。　　　　　　　　　　　

○拡  子ども医療費助成事業　　１，５２６万円　
中学校卒業まで入院・通院費用の一部を助成します。

○継  英語教育推進事業　　２３６万円
幼稚園、小中学校での英語活動の充実を図ります。
また中学校では英語検定の受験費用を助成します。

○新  地域グルメ・お土産開発事業　　２０万円
地元グルメやお土産開発の調査研究を進め、商品化を支援します。

○新（仮称）金剛山周辺活性化事業　　５２万円
交流人口の増加を目指すため金剛山周辺地域の賑わい、活性化を
検討します。

　　　

○継  青年就農給付金事業　　１５０万円
農業振興を図るため、新規就農者を支援します。

○新  森林環境保全整備事業　　２３７万円
林業振興を図るため、間伐や路網などを整備します。

○継 村民協働提案型むらづくり事業　　１００万円
村民団体のむらづくり事業に対し上限20万円を補助します。

大阪府制度
千早赤阪村

平成24年度から 平成25年度から
所 得 制 限 あり なし なし
通院医療費 ３歳未満 小学６年生まで

中学３年生まで
入院医療費 小学校就学前 中学３年生まで

“防災・災害対策の充実”１

“子育て支援の充実”２

“元気な観光・地域づくり”３
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村民の皆さんのむらづくり活動を応援 !!

村民提案型協働事業補助事業を募集します
　村では、村民の皆さんと行政がともに力を合わせて地域課題の解決や地域の活性化を図る協働によるむらづくり
を推進しています。
　この制度は、村民の皆さんで組織されている団体に提案いただいた公益活動に対し補助を行うもので、地域課題
の解決や地域の活性化につながる事業を自由に企画・提案していただく「村民提案型」と村があらかじめ設定したテー
マなどに基づき企画・提案をいただく「行政提案型」の２種類があります。
　皆さんからのたくさんの応募をお待ちしています。

平成25年度村民提案型協働補助事業の提案募集
　平成25年度村民提案型協働事業の提案募集を次のとおり行いますので、村民の皆さんの自由な発想と行動力を生
かした事業のご提案をお待ちしています。

対象団体
　◆５人以上の会員で組織し、その構成員の過半数が村内に在住、在勤又は在学していること
　◆組織運営の会則などがあること
　◆予算、決算を適正に行われていること
　◆村と協働事業を実施できる実績又は能力があること

対象事業

提案期間

補助内容

申請方法
　◆提出書類（各一部）
　　 　事業計画書、収支予算書、見積書写し、団体に関する調書、会則などの写し、その他事業の補足資料（交付

要綱に定める様式は、村ホームページからダウンロードまたは役場総務課、小吹台連絡所、保健センター、く
すのきホール、Ｂ＆Ｇ海洋センター、いきいきサロン窓口に置いています。）

　◆提出方法　総務課まで直接提出してください。

提案事業の採択
　提案いただいた提案事業は、ヒアリングなど内容を確認させていただいた上、村長を座長とする庁内会議で提案
事業を決定しますので、あらかじめご了承ください。

〈申請・問い合わせ〉総務課

村民提案型 村民活動団体が自由なテーマで提案・実施する地域の課題解決や活性化に関する事業

行政提案型 村が設定したテーマに基づき、村民活動団体が提案・実施する地域の課題解決や活性化に
関する事業

村民提案型 ４月１日（月）～５月31日（金）
行政提案型 広報紙などで募集

補助額・交付回数 １事業につき20万円を上限に予算の範囲内で交付・１団体１事業（２年連続可）

補助対象経費
事業を実施するために直接必要と認められるもの（交付要綱に定めるもの）に限る。

〈対象例〉 講師謝金、交通費、消耗品費、印刷製本費、郵便料金、広告料、保険料、委
託料（専門的知識の委託など）、使用料及び賃借料など
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の
で
す
。

　

次
の
様
な
場
合
に
、
電
子
サ
イ
レ

ン
（
サ
イ
レ
ン
）
を
鳴
ら
す
と
と
も

に
音
声
放
送
を
実
施
し
ま
す
。
サ
イ

レ
ン
・
音
声
放
送
は
必
要
な
地
区
だ

け
に
実
施
し
ま
す
。

①
風
水
害
・
土
砂
災
害

時
な
ど
の
避
難
勧
告
・

指
示
（
サ
イ
レ
ン
・
音

声
）

②
東
海
地
震
予
知
情
報
・
同
警
戒
宣

言
（
サ
イ
レ
ン
・
音
声
放
送
）

③
火
災
発
生
情
報
（
サ
イ
レ
ン
）

④
そ
の
他
、
地
区
お
よ
び
行
政
情
報

な
ど
（
音
声
放
送
）

　

こ
れ
以
外
に
も
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
を
通
じ
、
国
か
ら
配
信
さ

れ
る
「
緊
急
地
震
速
報
」、「
武
力
攻

撃
時
の
避
難
指
示
」
な
ど
を
サ
イ
レ

ン
・
音
声
に
よ
り
放
送
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム

４
月
１
日
か
ら
稼
働
開
始
し
ま
す

整
備
さ
れ
た
同
報
系
シ
ス
テ
ム
の
内
容

ど
ん
な
と
き
に
使
う
の
？

サ
イ
レ
ン
が

聞
こ
え
た
ら
？

防
災
情
報
メ
ー
ル
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

ど
ん
な
サ
イ
レ
ン
、
音
声
が
流
れ
る
の
？

メ
ロ
デ
ィ
放
送
を

行
い
ま
す

●避難信号（風水害、土砂災害時等の避難勧告・避難指示）
　60秒吹鳴　５秒休止を５回繰り返します。

●地震防災信号（東海地震警戒宣言発令）
　45秒吹鳴します。

（吹鳴） （休止） （吹鳴） （休止）
60秒 ５秒 60秒 ５秒

（吹鳴）
45秒
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①

②

④
③

⑦

⑥⑤

⑯
⑧

㉓

⑮

⑨

⑫

⑲
㉒

㉑
⑩

⑪

⑰

⑱
⑳

⑬

⑭

⑮⑮⑮

⑨

⑩

⑰

㉓

　

ス
ピ
ー
カ
ー
放
送
の
音
の
到
達
区

域
外
に
お
住
ま
い
の
人
に
は
、
戸
別

受
信
機
（
受
信
機
）
の
設
置
を
し
ま

す
。
こ
の
受
信
機
は
ス
ピ
ー
カ
ー
放

送
と
同
様
の
機
能
が
あ
る
装
置
で

す
。
受
信
機
の
設
置
に
あ
た
り
、
設

置
数
お
よ
び
工
期
な
ど
制
限
が
あ
る

た
め
、
設
置
世
帯
の
調
整
を
し
ま
す

の
で
、
次
の
注
意
事
項
な
ど
を
ご
理

解
を
頂
き
設
置
を
希
望
さ
れ
る
人
は

４
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
に

て
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

設
置
条
件

①�

地
図
の
音
の
到
達
以
外
の
お
住
ま

い
の
人
（
原
則
）

　

�

※
ス
ピ
ー
カ
ー
放
送
の
入
ら
な
い

こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
す
。

②�

電
波
受
信
で
き
る
場
所
が
あ
り
、

次
の
注
意
事
項
に
同
意
で
き
る
人

注
意
事
項

①�

電
波
を
受
信
で
き
な
い
場
合
は
、

外
部
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
ま
す
。

（
村
負
担
）

②�

受
信
機
設
置
場
所
の
2.5
ｍ
以
内
に

Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
の
コ
ン
セ
ン
ト
が

あ
る
こ
と
。（
電
気
使
用
料
金
は

申
請
者
負
担
）

③�

受
信
機
に
内
蔵
す
る
乾
電
池
（
停

電
時
動
作
用
）
は
各
申
請
者
に
て

交
換
願
い
ま
す
。（
申
請
者
負
担

※
最
初
は
電
池
付
）

設
置
の
流
れ

①�

戸
別
受
信
機
設
置
希
望
申
請
書
を

総
務
課
へ
申
請
し
ま
す
。

②�

総
務
課
が
審
査
し
、
日
程
お
よ
び

施
工
業
者
な
ど
を
記
載
し
た
通
知

を
し
ま
す
。

③�

通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
施
工
業

者
か
ら
作
業
日
時
の
調
整
を
し
ま

す
。

④�

設
置
条
件
に
該
当
し
、
同
意
さ
れ

た
人
か
ら
設
置
工
事
を
し
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
の
設
置
工
事
は
平
成

25
年
５
月
以
降
、
順
次
行
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

①
く
す
の
き
ホ
ー
ル

②
赤
阪
小
学
校
体
育
館

③
旧
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

④
森
屋
公
民
館

⑤
保
健
セ
ン
タ
ー

⑥
水
分
老
人
憩
の
家

⑦
川
野
辺
老
人
憩
の
家

⑧
二
河
原
辺
集
会
所

⑨
吉
年
老
人
憩
の
家

⑩
小
吹
老
人
憩
の
家

⑪
中
津
原
老
人
憩
の
家

⑫
下
東
阪
老
人
憩
の
家

⑬
小
吹
台
小
学
校
体
育
館

⑭
小
吹
台
老
人
憩
の
家

⑮
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

⑯
桐
山
老
人
憩
の
家

⑰
上
東
阪
老
人
憩
の
家

⑱
千
早
老
人
憩
の
家

⑲
旧
千
早
小
学
校
体
育
館

⑳
多
聞
尚
学
館

㉑
緑
公
園

㉒
小
吹
ろ
組

㉓
水
分
奥
代

防
災
行
政
無
線
局
設
置
個
所

戸
別
受
信
機
の
設
置
に
つ
い
て
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○
国
民
健
康
保
険
料

　

仮
決
定
し
た
保
険
料
は
、
４
～
６
月
の
普

通
徴
収
分
、
４
・
６
・
８
月
の
特
別
徴
収
分

で
す
。

◦
65
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
に

　
　
　
　
　
　
　

加
入
す
る
世
帯
主
の
人
へ

　

介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
の
世
帯
主
が
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
同
一
世
帯
内

の
被
保
険
者
全
員
が
65
歳
か
ら
74
歳
の
場
合

は
、
世
帯
主
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収
と
な
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
料
と
介
護
保
険

料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
人
な
ど
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

仮
決
定
し
た
保
険
料
は
、
４
・
６
・
８
月

の
特
別
徴
収
分
で
す
。

　

前
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
特
別
徴
収
の
人

や
、
４
月
か
ら
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
人

に
「
仮
徴
収
開
始
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

◦
後
期
高
齢
者
医
療
の
普
通
徴
収

　

４
～
６
月
の
普
通
徴
収
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
７
月
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

◦
₄
月
以
降
に
、
75
歳
に
な
る
（
制
度
に
加

入
す
る
）
人
に
は
・
・
・

①
４
月
か
ら
６
月
に
加
入
し
た
と
き

　

保
険
料
の
通
知
は
、
７
月
初
旬
に
送
付
し

ま
す
。

②
７
月
以
降
に
加
入
し
た
と
き

　

保
険
料
の
通
知
は
、
制
度
に
加
入
し
た
月

の
翌
月
に
送
付
し
ま
す
。（
加
入
す
る
日
が

月
の
初
旬
の
場
合
、
そ
の
月
に

通
知
を
送
付
で
き
る
と
き
が

あ
り
ま
す
。）

○
国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
引
き
落

と
し
）
で
納
め
て
い
る
人
へ

　

国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
「
特
別
徴
収
」
で
納
め
て
い
る

人
は
、保
険
料
の
納
付
方
法
を
「
口
座
振
替
」

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
住
民
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
方
法
の
変
更
を
希
望
し
な
い
場
合

は
、
特
に
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
介
護
保
険
料

　

仮
決
定
し
た
保
険
料
は
、
４
～
６
月
の
普

通
徴
収
分
、
４
・
６
・
８
月
の
特
別
徴
収
分

で
す
。

　

65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
人
や
転
入

さ
れ
た
人
な
ど
は
、
一
定
期
間
、
普
通
徴
収

で
す
が
、
こ
の
期
間
が
経
過
し
老
齢
（
退

職
）
年
金
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
を
年
額

18
万
円
以
上
受
給
・
受
給
見
込
み
の
人
は
特

別
徴
収
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
差
し

止
め
の
人
な
ど
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•
�

住
民
課
（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
）

•

健
康
福
祉
課
（
介
護
保
険
）

保険料の納付は便利な口座振替で
　保険料のお支払いは、納期限ごとに自動的に指定の預金口座から振替納付される口座振替が便利で安心で
す。口座振替取扱金融機関窓口へ預金通帳、通帳届出印鑑、納入通知書を持参のうえ、手続きをしてください。
（口座振替日は毎月25日です。ただし、指定振替日が取扱金融機関などの休日に

あたる場合は１営業日前です。）

【口座振替取扱金融機関】　　　　
三菱東京ＵＦＪ・三井住友・りそな・近畿大阪の各銀行　　　　　　　　
および大阪南農業協同組合、ゆうちょ銀行・郵便局　　　　　　　　

国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の

平
成
25
年
度
仮
徴
収
額
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

年
間
の
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
額
は
前
年
の
所
得

な
ど
を
も
と
に
算
定
し
、
決
定
し
ま
す
。

　

し
か
し
₄
月
₁
日
時
点
で
は
、
み
な
さ
ん
の
前
年
中
の
収
入
や
所
得
な
ど
が
把
握
で
き
な
い

た
め
、
平
成
24
年
度
の
保
険
料
を
も
と
に
仮
決
定
し
ま
す
。
そ
の
後
、
₇
月
に
平
成
25
年
度
の

年
間
保
険
料
額
を
本
決
定
し
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

各
保
険
料
の
納
め
方
に
は
、「
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
）」
と
「
普
通
徴
収
（
納

付
書
や
口
座
振
替
）」
が
あ
り
ま
す
。

�



○
平
成
25
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　

保
険
料
率
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

率
は
左
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
保
険
料
率
で

計
算
し
た
１
年
間
の
保
険
料
は
、
７
月
初
旬

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減

　

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険
料
の
被

保
険
者
均
等
割
額
が
軽
減
（
９
割
、
8.5
割
、

５
割
、
２
割
）
さ
れ
ま
す
。

②
所
得
割
額
の
軽
減

「
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
」
が
、
58

万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
割
額
が
一
律
に
５

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

③�

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の

保
険
料
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
日
の

前
日
に
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

人
（
会
社
員
の
夫
や
お
子
さ
ん
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
保
険
料
の
負
担
が

な
か
っ
た
人
。
国
保
・
国
保
組
合
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。）
は
、
所
得
割
は
課
さ
れ
ず
、

均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
お
願
い
】

　

保
険
料
の
軽
減
判
定
は
、
大
阪
府
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
が
市
町
村
か
ら
提
供
さ

れ
た
所
得
情
報
に
基
づ
き
行
い
ま
す
の
で
、

所
得
の
な
い
場
合
も
簡
易
申
告
な
ど
を
し
て

く
だ
さ
い
。

○
医
療
費
通
知
に
つ
い
て

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
医
療
費
負
担
の
仕
組
み
や
健
康
に
対
す

る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医
療

費
の
通
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通
知
は
年
３

回
、
葉
書
の
大
き
さ
の
も
の
を
お
送
り
し
ま

す
。

　

医
療
費
通
知
の
主
な
内
容
は
、受
診
年
月
・

医
療
機
関
名
・
診
療
区
分
・
受
診
日
数
・
医

療
費
の
総
額
（
負
担
し
た
金
額
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）
で
す
。

○
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
を

　

最
近
、
全
国
で
市
町
村
な
ど
の
職
員
を
名

乗
り
電
話
を
か
け
、
医
療
費
の
還
付
金
を

装
っ
て
、
訪
問
し
て
銀
行
の
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
ち
去
っ
た
り
、Ａ
Ｔ
Ｍ（
現

金
自
動
預
け
払
い
機
）
か
ら
お
金
を
振
り
込

ま
せ
よ
う
と
す
る
詐
欺
事
件
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　

市
町
村
な
ど
の
職
員
が
銀
行
の
通
帳
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
っ
た
り
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
使
っ
て
還
付
金
の
払
い
戻
し
を
行
う
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
不
審
な

電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た
時
は
、
す
ぐ
に
指
示

に
従
わ
ず
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
や
役
場
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
万
一
被
害
に

遭
わ
れ
た
場
合
は
、
す

み
や
か
に
最
寄
り
の
警

察
署
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課

•

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
２
８

　

転
入
・
転
出
や
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
、

脱
退
し
た
と
き
は
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
、
脱
退
し

て
も
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
連
絡
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
身
で
届
け
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
料
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
最
高
２
年
間
）
に
な

り
ま
す
。

　
「
被
保
険
者
と
な
る
」
の
は
、
加
入
の
手

続
き
を
し
た
と
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
場

の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
、
あ
る
い
は
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き
で
す
。
し
た

が
っ
て
、加
入
手
続
き
を
す
る
ま
で
の
間
も
、

保
険
料
納
付
の
対
象
期
間
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
特
段
の
理
由
が
な
く
届
け
出
が
遅
れ
た

場
合
、
そ
の
間
に
受
け
た
医
療
費
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

②
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
の
に
届
け
出

が
遅
れ
る
と
、
被
保
険
者
証
が
手
も
と
に
あ

る
た
め
、
う
っ
か
り
そ
れ
を
使
っ
て
診
療
を

受
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
と
き
は
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療
費
は

あ
と
で
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
新

た
に
加
入
さ
れ
た
健
康
保
険
へ
、
ご
自
身
で

医
療
費
を
請
求
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
の

届
け
出
は
お
早
め
に

大阪府の平成25年度の保険料率

※年間保険料の負担限度額は55万円です。

所得割額 被保険者
均等割額

基礎控除後の
総所得金額等注

×所得割率
10.17％

被保険者１人あたり
51,828円

保険料
（年額）＋ ＝

注 −主な基礎控除後の総所得金額等の算定方法−
⑴ 給与所得の場合⇒（給与収入金額−給与所得控除額）−基礎控除額（33万円）
⑵ 公的年金所得の場合⇒（年金収入金額−公的年金等控除額）−基礎控除額（33万円）
⑶ その他の所得の場合⇒（収入金額−必要経費）−基礎控除額（33万円）

�



　

40
歳
以
上
の
人
の
健
康
診
査
は
、
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
が
行
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
年
齢
や
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て
受
診
方
法
が
異
な
り

ま
す
。
健
診
の
実
施
時
期
や
内
容
な
ど
に
つ

い
て
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導　

村
の
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
75
歳

未
満
の
人
を
対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
目
的
と
し
た
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
、
重
篤
な
疾
病
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
受
け
る
こ

と
は
生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
や
総
合
的

な
健
康
状
態
を
知
る
機
会
で
す
の
で
、
積
極

的
に
利
用
し
健
康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。
対
象
の
人
に
は
、
５
月
末
に
特
定
健
診

の
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

■
人
間
ド
ッ
ク　

村
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
対

し
て
費
用
を
７
割
負
担
し
て
い
ま
す
。
対
象

者
や
費
用
は
表
の
と
お
り
で
す
。
特
定
健
診

と
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

�

※
印
か
ん
・
保
険
証
・
特
定
健
診
の
受
診

券
を
持
参
の
上
、
住
民
課
で
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
健
康
診
査　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健

診
は
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
行
い
ま
す
。

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
４
月
下
旬
に
受

診
券
を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
年
度
の
途
中

に
被
保
険
者
に
な
る
人
に
は
、
資
格
を
取
得

し
た
月
の
翌
月
は
じ
め
に
送
付
し
ま
す
。

■
人
間
ド
ッ
ク　

広
域
連
合
で
は
、
人
間

ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
は
、
同
じ
年
度
内
に
１
回
の
み
で
、
上

限
額
は
２
万
６
千
円
で
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
全
額
を
一
旦
負
担

し
、
そ
の
後
申
請
す
る
こ
と
で
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
オ
プ
シ
ョ
ン
項
目
な
ど
は
助
成
の
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
申
請

に
必
要
な
も
の

　

次
の
も
の
を
持
参
の
上
、
住
民
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

•

人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書

•
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
通
知
書

•
被
保
険
者
証
・
印
か
ん

•

振
込
先
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
健
診
に
関
す
る
お
知
ら
せ
）

•
�

村
の
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
や
後
期

高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査
を
、
富
田
林
医

師
会
管
内
の
健
康
診
査
実
施
医
療
機
関
で

受
診
す
る
と
、
追
加
項

　

目
健
診
を
受
け
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
（
若
年
健

　

康
診
査
は
除
く
）。

•
�

健
診
を
受
診
で
き
る
医

　

療
機
関
は
、
受
診
券
に

　

同
封
す
る
一
覧
表
で
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課

•

健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

村
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
20

歳
以
上
40
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
、「
若
年

健
康
診
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
定
健

診
と
同
じ
内
容
の
健
診（
眼
底
検
査
を
除
く
）

を
、
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）、
千
早
診
療
所
お
よ
び
植
田
診
療

所
（
小
吹
台
）
で
受
診
で
き
ま
す
。
受
診
者

負
担
額
は
３
千
円
で
す
。
事
前
に
印
か
ん
と

保
険
証
を
持
参
の
上
、
住
民
課
で
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
度
内
の
受
診
人
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

区分 健診機関名 対象者 受診者負担

一般

ＰＬ病院

30歳以上

13,230円
婦人科630円増

寺元記念病院 12,285円

富田林病院 13,860円
婦人科630円増

一般と
脳ドック

ＰＬ病院

40歳以上

22,680円
婦人科630円増

寺元記念病院 21,735円

富田林病院 20,160円
婦人科630円増

脳ドック 寺元記念病院 40歳以上 15,750円

健
康
診
査
や
人
間
ド
ッ
ク
で

健
康
管
理
を

国
民
健
康
保
険
（
村
）

後
期
高
齢
者
医
療

健
康
の
た
め
に
若
年
健
康
診
査
を

受
診
し
ま
し
ょ
う

人間ドックの対象者および費用（一日コース）
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有
料
広
告
募
集
の
案
内

千
早
赤
阪
村
議
会
議
員
選
挙

•

立
候
補
届
出
日　

４
月
16
日（
火
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

場
所　

役
場
第
２
会
議
室

　

た
だ
し
、
午
前
10
時
以
降
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

•

投　

票　

日　

４
月
21
日（
日
）
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

•

開
票
お
よ
び
選
挙
会　

４
月
21
日（
日
）
午
後
９
時
〜

　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室

投
票
で
き
る
人

　

平
成
５
年
４
月
22
日
ま
で
に
生

れ
、
平
成
25
年
１
月
15
日
以
前
か
ら

引
き
続
き
千
早
赤
阪
村
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

た
だ
し
、
投
票
日
ま
で
に
村
外
へ
転

出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

あ
ら
か
じ
め
有
権
者
に
郵
送
し
ま

す
の
で
、
投
票
の
と
き
に
持
っ
て
来

て
く
だ
さ
い
。
万
一
、
投
票
所
入
場

券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛
失
し
た

場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
が

あ
り
選
挙
権
の
あ
る
人
は
投
票
で
き

ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
そ
の

こ
と
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
は
、投
票
所
入
場
券
の「
投

票
所
」
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場

所
で
す
。

　

な
お
、
村
内
で
転
居
さ
れ
た
場
合

は
、
転
居
の
時
期
に
よ
り
、
前
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

投
票
日
に
投
票
所
で
手
話
通
訳
者

の
派
遣
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

点
字
に
よ
っ
て
投
票
す
る
人
は
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
何
か
の
理
由
で

文
字
の
書
け
な
い
人
は
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
投
票
所
の
係
員
が
あ
な
た

の
指
示
す
る
候
補
者
を
正
し
く
記
入

し
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
、
介
護
保

険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
介
護
保
険

の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分

が
「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
人
は「
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
は
４
月
17
日

ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
病

院
に
入
院
中
の
人
や
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
に
入
所
中
の
人
に
つ
い
て
は
、
不

在
者
投
票
の
で
き
る
指
定
施
設
で
あ

れ
ば
、
そ
の
施
設
で
投
票
が
で
き
ま

す
。投
票
を
行
う
こ
と
を
そ
の
病
院
、

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　

投
票
日
に
、
次
の
よ
う
な
理
由
に

該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

⑴
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が

あ
る
人

⑵
レ
ジ
ャ
ー
や
買
物
な
ど
で
、
投
票

日
に
投
票
区
内
に
い
な
い
人

⑶
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
の
理
由

で
歩
け
な
い
人

※�

投
票
日
に
は
20
歳
に
な
る
が
、
投

票
日
前
に
お
い
て
は
未
だ
19
歳
で

あ
り
選
挙
権
を
有
し
な
い
人
な
ど

は
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
期

間

　

４
月
17
日（
水
）～

　

４
月
20
日（
土
）

■ 

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
時

間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

■ 

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
場

所

　

千
早
赤
阪
村
役
場
１
階

　

期
日
前
投
票
所
・
不
在
者
投
票
所

　

介
助
な
ど
お
手
伝
い
が
必
要
な
と

き
は
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
�
０
０
８
１

投
票
所
入
場
券

投
票
所

不
在
者
投
票

代
理
投
票

点
字
投
票

手
話
通
訳

そ
の
他

期
日
前
投
票

　

千
早
赤
阪
村
で
は
、
村
政
の

財
源
確
保
の
た
め
、
広
報
「
ち

は
や
あ
か
さ
か
」
や
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
有
料
広
告
掲
載
を

募
集
し
ま
す
。

広
報
「
ち
は
や
あ
か
さ
か
」

•
�

大
き
さ　

こ
の
枠
の
大
き
さ

で
す
。

•

色　
　
　

黒
１
色
刷
り

•

掲
載
料　

１
回
（
１
か
月
）

　
　
　
　
　

５
千
円

•

発
行
数　

約
２
千
２
０
０
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•

大
き
さ　

縦
45
ピ
ク
セ
ル
×

　

横
１
５
０
ピ
ク
セ
ル
、
40

　

以
内
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
形
式

•

掲
載
料　

３
か
月
単
位

　
　
　
　
　

５
千
円
／
月

•

月
間
閲
覧
数　

　
　
　
　
　

約
２
万
４
千
件

※
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
審

査
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
封
筒
な
ど
の
印
刷
物

に
も
有
料
広
告
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
決
定
次
第
広
報
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
募
集
し
ま

す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

総
務
課

KB

届出の別 届出の日 投票の可否

転入届を
した人

平成25年
１月15日以前 投票できます

平成25年
１月16日以後 投票できません

転出届を
する人

選挙までの
全期間 投票できません

投票区 投票所 所在地

１ くすのきホール 水分263番地

２ 旧千早小学校
体育館 東阪388番地

３ 千早老人憩い
の家 千早240番地

４ 千早小吹台
小学校体育館

小吹68番地の
780

平
成
24
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
11
期
（
２
月
分
）
の
納
期
限
は
、
２
月
28
日（
木
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
２
月
25
日（
月
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

介
護
保
険
料
の
納
付
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年　
　

金

平
成
25
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料

　

４
月
分
か
ら
、
月
々
の
国
民
年
金

保
険
料
が
60
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月

額
１
万
５
０
４
０
円
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
定
額
保
険
料
に
加
え
て
月
額

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
付
す

る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
に
加

え
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
は
口
座
振
替
で
納
め
る

と
、
振
替
方
法
に
よ
っ
て
は
納
付
書

を
使
っ
て
納
め
る
よ
り
も
保
険
料
が

割
引
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
保
険
料
の
免
除
の
承
認
を
受

け
て
い
る
人
は
、
口
座
振
替
に
よ
る

割
引
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
の
申
し
込
み

　

年
金
事
務
所
ま
た
は
口
座
を
お
持

ち
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口

必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
・
通
帳
・
金
融
機
関
届

出
印

〈
問
い
合
わ
せ
〉　

•

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

•
住
民
課

学
生
納
付
特
例
の
申
請
は

毎
年
度
必
要
で
す

　

20
歳
以
上
の
人
は
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
で
、

本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生
で

あ
れ
ば
、
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
学
生
に
な
る
20

歳
以
上
の
人
だ
け
で
な
く
、
平
成
24

年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
た
人
で
引
き
続
き
、
平
成
25
年
度

も
学
生
納
付
特
例
を
希
望
す
る
時
も

申
請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
に
学
生
納
付

特
例
の
承
認
を
受
け
た
人
で
、
３
月

下
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ

形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
届

い
た
人
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て

返
送
す
る
だ
け
で
申
請
が
で
き
ま

す
。（
学
生
証
の
添
付
は
不
要
で
す
。）

必
要
な
も
の

　

学
生
証
な
ど
学
生
で
あ
る
こ
と
が

証
明
で
き
る
書
類
・
年
金
手
帳
・
印

鑑〈
問
い
合
わ
せ
〉　

•

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

•

住
民
課

年
金
な
ん
で
も
相
談

　

村
で
は
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
な

ど
の
相
談
に
応
じ
る
「
年
金
な
ん
で

も
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
厚
生
年
金
被
保
険
者
証
・

年
金
手
帳
な
ど
の
記
号
番
号
や
加
入

脱
退
の
年
月
日
、
ま
た
過
去
の
履
歴

な
ど
を
メ
モ
し
て
お
け
ば
よ
り
具
体

的
な
説
明
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
日
ご

ろ
の
年
金
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　

４
月
19
日（
金
）

•

午
前
10
時
～
11
時
30
分

（
い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き
健
康

相
談
室
）

•

午
後
１
時
～
３
時

（
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り
多
目

的
室
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

医　
　

療

「
子
ど
も
医
療
証
」は

お
持
ち
で
す
か
？

　

３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り
通
院
を
中

学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

　
「
乳
幼
児
医
療
証
」
を
お
持
ち
の

対
象
者
に
は
、
３
月
中
に
「
子
ど
も

医
療
証
」
を
郵
送
し
ま
し
た
。
届
か

な
い
場
合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
中
学
２
年
生
・
中
学
３
年

生
の
対
象
の
人
は
、
窓
口
で
「
子
ど

も
医
療
証
」
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

子
ど
も
医
療
証
交
付
申
請
書
・
印
鑑
・

健
康
保
険
証
（
対
象
者
の
氏
名
が
記

載
さ
れ
た
も
の
）
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

65
歳
以
上
の
人
の
医
療
費

の
助
成
に
つ
い
て

　

65
歳
以
上
で
、
次
の
条
件
に
該
当

す
る
人
に
、「
老
人
医
療
（
一
部
負

担
金
相
当
額
等
一
部
助
成
）医
療
証
」

を
交
付
し
、
医
療
費
の
一
部
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①�

身
体
お
よ
び
知
的
障
が
い
者
医
療

費
助
成
対
象
の
人

　

�（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
、
療
育
手
帳
重
度
な
ど
）

②�

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
該
当

す
る
難
病
に
か
か
っ
て
い
る
人

③�

精
神
の
通
院
治
療
ま
た
は
結
核
の

治
療
を
受
け
て
い
る
人

④�

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
対
象

の
人

　

申
請
に
必
要
な
も
の
な
ど
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

助
成
内
容

　

保
険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担
額

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場… ……☎�0081

小吹台連絡所… ………☎�7600

くすのきホール

•教育委員会事務局………☎�1300

村立郷土資料館… ……☎�1588

B&G海洋センター………☎�7183

学校給食センター………☎�1112

いきいきサロン

•やまゆり… …………☎�7005

•くすのき… …………☎�1705

保健センター

•健康福祉課… ………☎�0069

•村国保診療所… ……☎�0038

•村社会福祉協議会………☎�0294

金剛山ロープウェイ

•千早駅… ……………☎�0128

村営宿泊施設

•香楠荘… ……………☎�0321

富田林市消防署

千早赤阪分署… ………☎�1755

※…各施設の休館日については
お問い合わせください。
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か
ら
「
一
部
自
己
負
担
額
（
１
医
療

機
関
あ
た
り
入
通
院
と
も
１
日
に
つ

き
５
０
０
円
を
限
度
に
月
２
回
ま

で
）」
を
除
い
た
額

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

福　
　

祉

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
催
し

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

村
内
で
子
育
て
を
す
る
人
た
ち
を

様
々
な
取
り
組
み
で
応
援
す
る
施
設

で
す
。

　

３
年
目
を
迎
え
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
気
軽
に
遊
び
、
お
友
達
が
た

く
さ
ん
で
き
る
場
と
し
て
、
今
年
度

も
新
し
い
企
画
な
ど
を
実
施
し
て
地

域
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

〈
４
月
の
予
定
〉

◎
英
語
あ
そ
び

　

�　

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
と
一
緒
に
、

ゲ
ー
ム
や
歌
な
ど
英
語
あ
そ
び
を

し
ま
す
。（
同
日
に
発
育
測
定
も

実
施
し
ま
す
。）

　

 

日
時　

３
日（
水
）
午
前
10
時
30

分
～

◎
お
話
の
会
（
雨
天
中
止
）

　

�　

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
を
し
ま
す
。

　

日
時　

５
日（
金
）
午
前
10
時
～

　

�

場
所　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ

り
（
小
吹
台
）
前
広
場

◎
桜
ま
つ
り

　

�　

園
庭
に
て
、
保
育
園
の
園
児
と

一
緒
に
桜
の
花
を
見
な
が
ら
、
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
時　

10
日（
水
）
午
前
10
時
～

◎
こ
い
の
ぼ
り
制
作
★

　

�　

こ
ど
も
の
日
に
向
け
て
、
親
子

で
こ
い
の
ぼ
り
を
制
作
し
て
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

　

日
時　

16
日（
火
）
午
前
10
時
～

◎
コ
ス
モ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

�　

体
育
の
先
生
と
一
緒
に
マ
ッ
ト

な
ど
の
運
動
遊
び
を
し
ま
す
。

※
動
き
や
す
い
服
で
来
て
く
だ
さ
い
。

　

�
日
時　

17
日（
水
）
午
前
９
時
30

分
～

◎
石
川
こ
い
の
ぼ
り
見
学
★

　

�　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
バ
ス
に
乗
っ
て
、

石
川
河
川
敷
の
こ
い
の
ぼ
り
を
見

学
し
ま
す
。

　

日
時　

23
日（
火
）
午
前
10
時

　

出
発
予
定

　

費
用　

バ
ス
代
（
２
０
０
円
）

　

持
ち
物　

お
茶

◎
お
外
で
あ
そ
ぼ
（
雨
天
中
止
）

　

�　

広
場
で
体
を
動
か
し
て
遊
び
ま

し
ょ
う
。

　

日
時　

24
日（
水
）
午
前
10
時
～

　

�

場
所　

小
吹
台
第
１
ち
び
っ
こ
広

場
◎
の
び
の
び
げ
ん
き
ひ
ろ
ば

　

�　

自
由
に
遊
ん
だ
り
、
自
由
に
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
し
て
、
親
子
で

の
び
の
び
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
時　

毎
週
月
曜
日

　

�（
祝
日
な
ど
の
場
合
は
翌
日
の
火

曜
日
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

�

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
集
団

指
導
室

※�

今
年
度
は
８
日（
月
）か
ら
始
ま
り

ま
す
。平
成
25
年
度
の
実
施
日
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
げ
ん
き
広
場

　

�　

自
由
に
親
子
で
遊
び
な
が
ら
、

お
友
達
と
交
流
し
ま
し
ょ
う
。（
自

由
来
園
）

　

日
時　

毎
週
月
～
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◎
園
庭
開
放

　
　

園
庭
で
自
由
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　

日
時　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
～
12
時

◎
子
育
て
育
児
相
談

　

•

電
話
相
談（
毎
週
月
～
金
曜
日
）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

•

面
接
相
談
★

※�

★
マ
ー
ク
は
、
事
前
に
電
話
予
約

が
必
要
で
す
。

※�

催
し
で
費
用
の
記
載
の
な
い
も
の

は
無
料
で
す
。
ま
た
、
場
所
の
記

載
の
な
い
も
の
は
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
ai
♡
げ
ん
き
で
行

い
ま
す
。
雨
天
の
場
合
や
講
師
な

ど
の
都
合
で
活
動
が
中
止
ま
た
は

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

�

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ai
♡

げ
ん
き
（
げ
ん
き
保
育
園
内
）

　

☎
�
７
８
６
８

赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
の

読
み
聞
か
せ

　

村
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
す
る

「
子
育
て
応
援
出
産
お
祝
い
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。対
象
者
に
は
、

４
か
月
児
健
診
日
に
絵
本
な
ど
を
贈

呈
し
、
村
子
ど
も
家
庭
サ
ポ
ー
タ
ー

の
協
力
に
よ
り
、
健
診
の
待
ち
時
間

に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

生
活
機
能
に
関
す
る
調
査

（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）

の
送
付

　

65
歳
以
上
の
人
で
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
人
へ
生
活
機
能
に
関
す

る
調
査
（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）

を
送
付
し
ま
す
。
ご
返
送
い
た
だ
い

た
情
報
に
基
づ
き
、
今
後
介
護
や
支

援
が
必
要
と
な
る
可
能
性
の
高
い
人

に
は
、後
日
改
め
て
ご
案
内
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

紙
お
む
つ
給
付
金

　

村
で
は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
人
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
世
帯（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）

に
、
紙
お
む
つ
な
ど
の
購
入
に
か

か
っ
た
費
用
の
一
部
（
月
額
５
０
０

０
円
以
内
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

申
請
し
た
月
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

要
件

○�

村
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の
人

で
、
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て

い
る
人

○�

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
要
支

援
以
上
の
人

○�

対
象
と
な
る
人
が
属
す
る
世
帯
の

生
計
中
心
者
の
前
年
分
の
所
得
税

額
が
７
万
円
以
下
で
あ
る
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

募　
　

集

〜
農
作
物
被
害
防
止
事
業
〜

補
助
金
申
請
受
付

　

村
内
に
農
地
を
所
有
す
る
農
家
を

対
象
に
、
有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
な

ど
）
の
農
作
物
被
害
を
防
止
す
る
た

め
の
施
設
材
料
費
に
対
し
て
補
助
金

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間

　

４
月
１
日（
月
）か
ら
先
着
順
で
受

け
付
け
い
た
し
ま
す
。
補
助
金
予
算

額
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

補
助
内
容

　

施
設
材
料
費
の
２
分
の
１
で
す
が
、

設
置
内
容
に
よ
り
次
の
上
限
額
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

○
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
、
ト
タ
ン
、

網
な
ど　
　
　
　

１
万
５
０
０
０
円

○
電
気
柵　
　
　
　
　
　
　

２
万
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉
地
域
振
興
課

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

村･

府
民
税
の
納
期
限
平
成
25
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
１
期
（
４
月
分
）
の
納
期
限
は
、
４
月
30
日（
火
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
４
月
25
日（
木
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
付

1�



環
境
衛
生

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と

飼
犬
登
録

　

狂
犬
病
は
、
す
べ
て
の
ほ
乳
類
に

感
染
し
、
発
症
す
れ
ば
有
効
な
治
療

法
は
な
く
、
回
復
の
見
込
め
な
い
大

変
恐
ろ
し
い
病
気
で
、
現
在
で
も
東

南
ア
ジ
ア
や
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
世
界

中
で
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
は
、
近
年
発
生
の
報
告
は

な
く
予
防
注
射
が
徹
底
さ
れ
、
数
少

な
い
狂
犬
病
の
清
浄
国
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
万
一
発
生
し
た

場
合
に
蔓
延
を
防
ぐ
た
め
に
「
犬
の

登
録
」、「
狂
犬
病
予
防
注
射
」
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

村
で
は
巡
回
に
よ
る
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
と
登
録
を
実
施
し
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、
毎
年
１

回
（
４
月
～
６
月
ま
で
の
期
間
）
の

狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
登
録
済
の
犬
に
つ
い
て
は
、
３
月

下
旬
に
郵
送
し
た
実
施
案
内
に
同
封

の
狂
犬
病
予
防
注
射
交
付
手
数
料
領

収
書
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

○
集
合
注
射
料
金　
　

３
２
０
０
円

　

な
お
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼

い
主
は
、
飼
い
始
め
た
日
か
ら
30
日

以
内
に
登
録
を
し
、
鑑
札
を
つ
け
る

よ
う
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

登
録
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
こ
の
機
会
に
登
録
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

※
新
規
登
録
手
数
料　
　
　

３
千
円

　

集
合
注
射
会
場
で
受
け
ら
れ
な
い

場
合
は
、
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け

「
接
種
済
証
」
を
持
参
し
注
射
済
票

の
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
済
票
交
付
手
数
料　
　

５
５
０
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

あ
な
た
も
隣
近
所
に
迷
惑
を

か
け
て
い
る
か
も
？

　

私
た
ち
は
ふ
だ
ん
い
ろ
ん
な
音
を

出
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
テ
レ
ビ
・
ス
テ
レ
オ
・
ピ
ア

ノ
の
音
、
か
わ
い
い
ペ
ッ
ト
の
鳴
き

声
や
夜
間
の
大
き
な
話
し
声
な
ど
、

あ
な
た
に
と
っ
て
快
適
な
音
で
も
隣

人
に
は
不
快
な
音
や
う
る
さ
い
音
に

感
じ
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
所
有
地
の
樹
木
や
雑
草
が

生
い
茂
っ
て
い
る
こ
と
も
、
害
虫
の

発
生
の
原
因
と
な
り
、
近
隣
住
民
に

迷
惑
を
か
け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
よ
り
良
い
隣
人
関
係
を
作
り
、

お
互
い
に
相
手
の
立
場
を
理
解
し

て
、
快
適
な
生
活
環
境
が
実
現
で
き

る
よ
う
工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

人　
　

権

特
設
人
権
相
談
開
設

　

人
権
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

人
権
擁
護
委
員
が
あ
な
た
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。当
日
都
合
の
悪
い
人
は
、

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
直
接
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
に
つ
い
て
の
秘
密
は
、
厳
守

し
ま
す
。

日
時　

４
月
26
日（
金
）
午
後
２
時

～
４
時

場
所　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き

相
談
室

人
権
擁
護
委
員

●
田
中
鈴
代
（
小
吹
68―

８
８
９
）

　

☎
�
７
３
８
７

●
西
浦
玲
子
（
吉
年
２
６
０
）

　

☎
�
０
３
８
２

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

５
月
１
日
〜
７
日
は

憲
法
週
間

　

５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
憲
法

週
間
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

人
権
が
保
障
さ
れ
た
差
別
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
く
た
め
に
、今
一
度
、

家
庭
で
憲
法
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

税

村
税
の
納
付
は
便
利
な
口
座

振
替
の
ご
利
用
を
！

　

村
税
で
口
座
振
替
が
で
き
る
の
は
、

村
府
民
税
（
た
だ
し
、
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
い
る
人
は
口
座
振
替
で

き
ま
せ
ん
）、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
で
す
。

　

口
座
振
替
は
期
別
ご
と
の
納
付
だ

け
で
な
く
、
全
期
前
納
も
利
用
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
各
税
金
の
納
期
限
に
自
動

的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
金
融

機
関
な
ど
に
行
く
必
要
は
な
く
、
納

月　　日 時　　間 場　　　所

５月７日㈫

雨天中止の場合
５月９日㈭ 

に順延します。

午前　

₉時30分～₉時45分

₉時50分～10時10分

10時20分～10時40分

10時50分～11時10分

11時20分～12時00分

午後　

₁時10分～１時30分

₁時40分～₂時10分

₂時20分～₂時50分

₃時10分～₃時30分

桐山老人憩いの家下

二河原辺ちびっこ広場

水分地区利用組合みかん貯蔵所前

川野辺老人憩いの家前

森屋消防倉庫前

役場プレハブ横駐車場

ＪＡ大阪南赤阪支店前

㈱オルター駐車場
（旧自然休養村管理センター駐車場）

千早老人憩いの家前

５月８日㈬

雨天中止の場合
５月10日㈮

に順延します。

午前　

₉時30分～₉時45分

₉時55分～10時25分

10時35分～10時55分

11時05分～11時30分

11時40分～12時00分

午後　

₁時10分～₃時30分

吉年老人憩いの家前

東阪バス停前（旧ＪＡ千早支店前）

上東阪消防倉庫前

中津原集会所前（中津橋横）

小吹老人憩いの家前

小吹台老人憩いの家前

狂犬病予防集合注射の日程
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め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
（
全
期
前
納
の
場

合
は
、
第
１
期
の
納
期
限
）。

　

手
続
き
は
各
取
扱
金
融
機
関
で
お

願
い
し
ま
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

預
金
通
帳
と
通
帳
の
印
鑑

納
税
通
知
書

預
金
口
座
振
替
依
頼
書

（
口
座
振
替
依
頼
書
は
役
場
に
あ
り

ま
す
。
電
話
請
求
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
送
付
い
た
し
ま
す
。）

○
取
扱
金
融
機
関

三
井
住
友
・
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
近

畿
大
阪
・
り
そ
な
の
各
銀
行
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
と
大
阪
南
農
業

協
同
組
合

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

催　
　

し

平
成
25
年
度
村
民
大
学
歴
史

講
座
を
開
催
し
ま
す

　

歴
史
講
座
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議

室定
員　

50
人
（
申
込
順
）

参
加
費　

１
回
３
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
も
し
く
は
く
す
の

き
ホ
ー
ル
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
期
間　

４
月
１
日（
月
）よ
り
受

け
付
け
を
開
始
し
、
定
員
に
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
。※
受
け
付
け
は
土
・

日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
く
午
前
９
時

～
午
後
５
時

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

山
の
春
ま
つ
り
＠
金
剛
山

日
時　

４
月
28
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～

場
所　

府
民
の
森
ち
は
や
園
地

　
　
　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
周
辺

内
容　

•
�

餅
つ
き
大
会
（
ふ
る
ま
い
ぜ
ん
ざ

い
）

•

初
め
て
の
体
験
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
！

•
�

初
め
て
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク・ウ
ォ
ー

ク

•
�

石
釜
ピ
ザ
づ
く
り
と
レ
ン
ジ
ャ
ー

ガ
イ
ド　

な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
〉
地
域
振
興
課

講
習
会

米
作
り
講
習
会

〜
大
人
の
棚
田
塾
〜

塾
生
募
集

　

米
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

下
赤
阪
棚
田
の
会
で
は
、
地
元
農

家
と
棚
田
で
の
米
作
り
を
学
ん
で
み

た
い
人
を
募
集
し
ま
す
。
入
塾
説
明

会
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

説
明
会
日
時　

４
月
16
日（
火
）
午

後
１
時
～

会
場　

役
場
第
２
会
議
室

定
員　

10
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
、
但
し
８
人
に
達
し
な
い
場
合

は
中
止
）

申
込
締
切　

４
月
12
日（
金
）
午
後

５
時
～

講
習
に
つ
い
て

•

年
間
活
動　

年
間
20
日
予
定
（
平

日
講
習
有
）

•

参
加
費　

１
人
２
万
円

•

内
容　

田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の

米
作
り
作
業
や
農
地
保
全
に
つ
い
て

の
作
業

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

下
赤
阪
棚
田
の
会
事
務
局

　

地
域
振
興
課

農　
　

業

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施

　

農
業
委
員
会
は
、
１
月
16
日
～
22

日
に
か
け
て
村
内
の
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

村
の
農
業
は
、
担
い
手
不
足
や
有

害
鳥
獣
の
被
害
な
ど
の
原
因
に
よ

り
、
遊
休
農
地
化
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
段
階
的
に
農

地
の
利
用
調
査
を
行
い
、
今
後
、
貸

し
借
り
の
促
進
も
検
討
し
な
が
ら
村

の
農
地
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
地
域
振
興
課

回 開催日時 テーマ　・　講師

１ ５月16日（木）
午後２時～４時

古市古墳群の歩き方
阪南大学　教授　来村多加史

２ ６月20日（木）
午後２時～４時

仏塔の形はどこからきたか
元興寺文化財研究所　研究部長　狭川真一

３ ７月４日（木）
午後２時～４時

河南台地における石塔造立の歴史
阪南大学　専任講師　和泉大樹

４ ９月５日（木）
午後２時～４時

天神祭の楽しみ方
大阪国際大学　教授　笠井敏光

５ 10月16日（水）
午後２時～４時

朱印船貿易と角倉了以
大阪樟蔭女子大学　教授　佐久間貴士

◆
一
般
書

き
い
ろ
い
ゾ
ウ　
　
　
（
西
加
奈
子
）

百
年
法
（
上
・
下
）　　
（
山
田
宗
樹
）

家
族
往
来　
　
　
　
　
　
（
森
浩
美
）

奥
の
奥
の
森
の
奥
に
、
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
田
悠
介
）

へ
こ
た
れ
な
い
人　
　
（
佐
藤
雅
美
）

冬
芽
の
人　
　
　
　
　
（
大
沢
在
昌
）

ち
ょ
う
ち
ん
そ
で　
　
（
江
國
香
織
）

望
郷　
　
　
　
　
　
　
（
湊
か
な
え
）

い
ち
ば
ん
長
い
夜
に　
（
乃
南
ア
サ
）

お
も
か
げ
橋　
　
　
　
　
（
葉
室
麟
）

糸
車　
　
　
　
　
　
（
宇
江
佐
真
理
）

む
つ
か
し
き
こ
と
承
り
候

　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
井
三
四
二
）

沈
黙
の
町
で　
　
　
　
（
奥
田
英
朗
）

ハ
ピ
ネ
ス　
　
　
　
　
（
桐
野
夏
樹
）

ホ
テ
ル
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
門
井
慶
喜
）

い
き
の
び
る
魔
法　
（
西
原
理
恵
子
）

世
界
か
ら
猫
が
消
え
た
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
村
元
気
）

◆
児
童
書

こ
の
フ
ク
ロ
ウ
っ
た
ら
！

　

こ
の
ブ
タ
っ
た
ら
！　

　
　
　
（
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ロ
ー
ベ
ル
）

13
歳
か
ら
の
拉
致
問
題　
（
蓮
池
透
）

じ
ゃ
ん
け
ん
の
す
き
な
女
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
岡
享
子
）

ぎ
ょ
う
れ
つ　
　
　
（
中
垣
ゆ
た
か
）

【
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
】

（
図
書
室
で
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
本
）

１　

禁
断
の
魔
術　

ガ
リ
レ
オ　

８

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
野　

圭
吾

２　

虚
像
の
道
化
師　

ガ
リ
レ
オ　

７

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
野　

圭
吾

３　

萩
殺
人
事
件　
　

内
田　

康
夫

４　

汚
れ
ち
ま
っ
た
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
田　

康
夫

５　

64　
　
　
　
　
　

横
山　

秀
夫
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消
費
者
相
談

消
費
生
活

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
①

『
ネ
ッ
ト
通
販
で
の
ト
ラ
ブ
ル
』

事
例
１　

携
帯
電
話
の
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
で
コ
ー
ト
を
購
入
し
た
。

届
い
た
も
の
を
身
に
着
け
て
み
る
と
、

通
常
よ
り
小
さ
め
に
作
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
か
っ
た
の

で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
い
。

事
例
２　

携
帯
電
話
で
健
康
食
品
の

無
料
サ
ン
プ
ル
を
注
文
し
、
数
日
後

に
届
い
た
。
そ
の
２
週
間
後
、
注
文

も
し
て
い
な
い
の
に
、
１
か
月
分
の

健
康
食
品
が
届
い
た
。
サ
ン
プ
ル
到

着
後
、
10
日
以
内
に
解
約
を
申
し
出

な
い
と
自
動
的
に
定
期
購
入
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

１
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
は
、
携

帯
電
話
な
ど
か
ら
も
簡
単
に
利
用
で

き
ま
す
が
、
購
入
前
に
実
物
を
手
に

と
っ
た
り
で
き
な
い
た
め
、
イ
メ
ー

ジ
と
違
う
、
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
い
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

２
．
通
信
販
売
に
は
、ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
返
品
は

各
々
で
決
め
ら
れ
た
返
品
ル
ー
ル
に

従
っ
た
上
で
可
能
で
す
が
、
返
品
不

可
の
表
示
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

３
．
面
倒
で
も
契
約
の
詳
細
な
内
容

や
返
品
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
よ
く
確

認
し
て
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
。

（（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
地
域
振
興
課

消
費
者
相
談
は
富
田
林
市

消
費
者
相
談
室
へ
！

　

４
月
１
日
か
ら
、
消
費
生
活
に
関

す
る
苦
情
、相
談
業
務
の
広
域
化（
富

田
林
市
、
太
子
町
、
河
南
町
、
千
早

赤
阪
村
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
千
早
赤
阪
村
の
消

費
者
相
談
は
、
富
田
林
市
消
費
者
相

談
室
が
窓
口
に
な
り
ま
す
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
い
つ
、
ど
こ
に

い
て
も
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

｢

だ
ま
さ
れ
た
か
な
」「
怪
し
い
な
」

と
思
っ
た
ら
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

富
田
林
市
消
費
者
相
談
室

場
所　

富
田
林
市
役
所
１
階
７
番
窓

口
奥（
富
田
林
市
常
盤
町
１
番
１
号
）

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）

開
所
日　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）

開
所
時
間　

午
前
10
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
３
時

※
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０―

０
６
４―

３
７
０

月
～
金
曜
日
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

土
・
日
・
祝
日
：
午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
年
末
年
始
を
除
く)

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

富
田
林
市
消
費
者
相
談
室

•

地
域
振
興
課

そ
の
他
の

　

お
知
ら
せ

ペ
ッ
ト
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
さ
ん
気
を
つ
け
て

•

放
し
飼
い
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。
放
し
飼
い
は
人
に
危
害
を
加
え

る
恐
れ
も
あ
り
大
変
危
険
で
す
。
ま

た
犬
自
身
の
交
通
事
故
な
ど
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

放
し
飼
い
は
、
大
阪
府
動
物
の
愛

護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
に
よ
り

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

•

鳴
き
声
や
糞
に
よ
る
迷
惑
の
防
止

　

犬
が
散
歩
中
に
排
泄
し
た
糞
の
後

始
末
な
ど
は
き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
鳴
き
声
や
悪
臭
で
近
隣
の
人

達
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
犬
の
習
性
な
ど
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
持
ち
、
し
つ
け
す
る

こ
と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
保
健
所
☎
㉕
２
６
８
１

春
季
軟
式
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

村
軟
式
連
盟
で
は
、
春
季
軟
式
野

球
大
会
の
一
般
参
加
チ
ー
ム
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
16
歳
以
上

の
村
在
住
・
在
勤
者
で
構
成
す
る

チ
ー
ム
で
す
。

月
日　

５
月
12
日（
日
）・
19
日（
日
）

場
所　

村
民
運
動
場

費
用　

１
チ
ー
ム
１
万
２
千
円

受
付　

４
月
19
日（
金
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

加
藤　

明
☎
�
０
９
９
５

春
季
テ
ニ
ス
大
会

参
加
ペ
ア
募
集

　

村
テ
ニ
ス
連
盟
で
は
、
春
季
テ
ニ

ス
大
会
（
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ

ブ
ル
ス
）
参
加
ペ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

大
会
は
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

月
日　

５
月
12
日（
日
）

　
　
　
（
雨
天
の
場
合
は
５
月
19
日
）

場
所　

村
立
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　

中
学
生
以
上
の
村
在
住
・
在

勤
者
（
必
ず
ペ
ア
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
）

費
用　

１
ペ
ア　

千
円

受
付　

５
月
４
日（
土
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

中
野
義
信　

☎
�
７
５
１
９

史
跡
見
学
会

「
史
跡
・
桜
井
駅
跡
と
石
山
寺
」

日
時　

５
月
16
日（
木
）

出
発　

午
前
８
時

集
合　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
駐
車
場

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

費
用　

保
存
会
会
員　

５
千
円

　
　
　

会
員
外　

６
千
円

締
切　

５
月
２
日（
木
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　
（
一
社
）
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保

存
会
☎
�
１
５
８
８

楠
公
祭

　

毎
年
４
月
25
日
は
、
楠
木
正
成
公

の
生
誕
を
祝
っ
て
、
式
典
を
挙
行
し

て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日
時　

４
月
25
日（
木
）午
前
10
時
～

場
所　

楠
公
誕
生
地
（
く
す
の
き

ホ
ー
ル
前
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
（
一
社
）
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保

存
会
☎
�
１
５
８
８

〈
奥
河
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〉

春
の
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

木
彫
体
験
教
室　

受
講
生
募
集

　
「
お
お
さ
か
河
内
材
」
ヒ
ノ
キ
で

節
句
の
鯉
の
ぼ
り
（
一
刀
彫
）
や
表

札
（
浮
き
彫
り
細
工
）
を
作
り
ま
す
。

日
時　

①
４
月
13
日（
土
）（
鯉
の
ぼ
り
）

　
　
　

②
４
月
27
日（
土
）（
表
札
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

講
師　

マ
エ
ダ　

ダ
イ
ス
ケ
氏

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

２
８
０
０
円
（
材
料
費
、

ド
リ
ン
ク
代
込
）

持
ち
物　

彫
刻
刀
（
も
し
あ
れ
ば
）、

滑
り
止
め
付
軍
手
、
エ
プ
ロ
ン
ま
た
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は
汚
れ
て
も
い
い
服
装

申
込
開
始　

４
月
７
日（
日
）
午
前

10
時
～

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
（
東
阪
１
２
３
８

―

５
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w
w
.sinrin.org/foresta/

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地

創
立
記
念
行
事

　

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地
で
は
、

創
立
56
周
年
記
念
行
事
を
行
い
ま
す
。

駐
屯
地
を
一
般
開
放
（
入
場
無
料
）

し
ま
す
の
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
28
日（
日
）
午
前
９
時

～
午
後
３
時

場
所　

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地

（
和
泉
市
伯
太
町
官
有
地
）

行
事
内
容　

観
閲
式
、
訓
練
展
示
、

装
備
品
展
示
、
体
験
試
乗
、
太
鼓
演

奏
、
子
ど
も
広
場
な
ど

注
意　

•

雨
天
の
場
合
は
、
一
部
行

事
を
中
止
ま
た
は
変
更
し
ま
す
。

•

一
般
車
両
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。
公
共
交
通
機
関
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線

信
太
山
駅
よ
り
徒
歩
15
分
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地
広
報

室
☎
０
７
２
５
㊶
０
０
９
０
（
内
線

２
０
４
）

昭
和
57
年
度

富
田
林
・
河
南
・
太
子
・

千
早
合
同
三
十
路
式

　

成
人
式
か
ら
10
年
が
経
過
し
た

今
、
各
市
町
村
お
よ
び
各
中
学
校
の

隔
た
り
を
超
え
、
新
た
な
時
代
を
担

う
世
代
の
新
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

強
化
を
掲
げ
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
仲

間
、
新
し
く
出
会
う
仲
間
と
盛
り
上

が
り
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

千
早
赤
阪
村
・
富
田
林
市
・

河
南
町
・
太
子
町
在
住
の
昭
和
57
年

４
月
２
日
～
昭
和
58
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人
お
よ
び
平
成
10
年
に
同
市

町
村
立
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

日
時　

５
月
12
日（
日
）
午
後
１
時

受
付
午
後
２
時
開
始

場
所　

す
ば
る
ホ
ー
ル
４
階
銀
河
の

間定
員　

５
０
０
人

参
加
費　

２
千
円

服
装　

自
由
（
サ
ン
ダ
ル
・
ジ
ー
パ

ン
不
可
）

申
し
込
み
方
法　

m
isojishiki30@

gm
ail.com

ま
で

件
名
に
卒
業
中
学
校
、本
文
に
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
載
し
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付　

４
月
30
日
ま
で

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

岡
本
哲
也

　

☎
０
８
０―

１
４
５
１―

７
４
５
７

　

Facebook

ペ
ー
ジ

　

�https://w
w
w
.facebook.com

/
m
isojishiki

「
’13
食
博
覧
会
・
大
阪
」

　

日
本
最
大
級
の
「
食
」
の
イ
ベ
ン

ト
「
’13
食
博
覧
会
・
大
阪
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

食
博
覧
会
は
４
年
に
１
度
行
わ
れ
、

今
年
で
８
回
目
を
迎
え
ま
す
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
食
で
つ
な
ご
う
日
本

と
世
界
」
日
本
全
国
、
世
界
中
か
ら

お
い
し
い
食
べ
物
・
飲
み
物
が
大
集

合
し
ま
す
。

　

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
１
号
館
か
ら

６
号
館
ま
で
全
館
を
使
っ
て
各
号
館

ご
と
に
楽
し
い
テ
ー
マ
を
設
け
て
い

ま
す
。

　
「
食
博
覧
会
・
大
阪
」
は
、食
べ
て
・

飲
ん
で
・
見
て
・
体
験
し
て
、
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
み
ん
な
が
楽
し
め

る
日
本
最
大
級
の
食
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

期
間　

４
月
26
日（
金
）～
５
月
６
日

（
月
・
祝
）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
最

終
日
の
み
午
後
５
時
）

場
所　

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

食
博
覧
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
06（
７
６
６
８
）０
３
７
７

凧
あ
げ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

四
王
寺
大
学
で
は
凧
あ
げ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。「
Ｉ
Ｂ

Ｕ
凧
揚
げ
大
会
」
や
無
料
の
「
和
凧

の
手
作
り
教
室
（
午
前
中
の
み
）」

を
企
画
し
、
来
場
者
に
は
凧
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

お
子
様
と
と
も
に
凧
あ
げ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
６
日（
土
）
午
前
10
時
～

場
所　

羽
曳
野
市
学
園
前
３―

２―

１

そ
の
他　

４
月
14
日（
日
）ま
で
を
桜

ウ
ィ
ー
ク
ス
と
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
放
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

四
天
王
寺
大
学　

エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
２―

９
５
６―

３
３
４
５

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
松
田
誠
治
さ
ん
（
森
屋
４
７
４
）

　

５
万
円

　

亡
妻
カ
ネ
子
さ
ん
の
供
養
と
し
て

◎
川
端
万
勝
さ
ん（
森
屋
４
５
０―

２
）

　

５
万
円

　

亡
祖
母
ア
ヤ
ノ
さ
ん
の
供
養
と
し

て◎
松
下
俊
章
さ
ん（
中
津
原
２
８
８
）

　

５
万
円

　

亡
母
す
み
子
さ
ん
の
供
養
と
し
て

◎
匿
名

　

２
万
円

　

福
祉
活
動
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
０
２
９
４

　
　

俳
句
コ
ー
ナ
ー

風
呂
吹
き
や
味
噌
を
均
し
て
真
二
つ

煮
凝
や
風
ご
う
ご
う
と
湖
渡
る

屑
豆
を
撒
き
て
小
鳥
を
待
ち
に
け
り

し
だ
れ
梅
岐
れ
し
径
が
ま
た
岐
れ

待

春

の

掌

に

あ

る

金

平

糖

下
萌
や
草
履
小
さ
き
春
日
巫
女

霾
つ
ち
ふ

る
や
空
一
枚
の
お
そ
う
し
き

阿　

戸　

敏　

明

貝　

長　
　
　

徹

奥　

野　

千　

秋

彼　

塚　

正　

子

下　

門　

信　

子

北　

浦　

賀
代
子

向　
　
　

栄
美
子
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『明るく、げんきに、たくましく！輝かそう　げんき魂！』
● げんき保育園生活発表会 ●

　２月３日、くすのきホールでげんき保育園の生活発表会が開催されました。
　オープニングは、３・４・５歳児全員によるダンス「まあるいいのち」で始まり、続いて各組ごとに歌や合奏、
音楽劇、和太鼓などが披露されると会場に訪れた保護者などから、大きな拍手が響いていました。

おめでとうございます

　３月１日、平成24年度近畿スポーツ推進委員研究協議会が京都
府丹後文化会館で開催され、スポーツ推進委員として各種スポー
ツ事業の指導及び企画等に尽力し、地域スポーツの振興に顕著な
功績を挙げたと認められ、村スポーツ推進委員の仲野清秀さんが
平成24年度近畿スポーツ推進委員協議会功労者表彰を受賞されま
した。

● 近畿スポーツ推進委員協議会功労者表彰 ●

河南町・千早赤阪村水道緊急連絡管が完成
　３月４日、河南町神山で「河南町・千早赤阪村水道緊急連
絡管竣工記念式典」を行いました。
　地震などにより、水道施設が被害を受けても、水道の安定
供給を早期に回復できるよう、双方が協力して相互応援体制
を図ることを目的に設置しました。
　連絡管の仕切弁は、通常時は閉じていますが、緊急時には
双方の職員が立会い、仕切弁操作を行って被災した水道事業
者側に応援給水します。
　式典では、「相互応援体制が末永く続くことを祈願」し、
武田町長と松本村長が仕切弁の操作を行いました。

むらの話題 あ　れ　こ　れ
1�



　２月３日、第56回南大阪駅伝競走大会が富田林市のＰＬ教団敷地内で行われ、中学男子の部に出場した千早赤阪
村立中学校陸上部が１区から６区まで順位を下げることなく、１時間４分29秒の好タイムで優勝しました。

がんばりました
● 第56回南大阪駅伝競走大会　中学男子の部で優勝 ●

　２月16日、17日、24日の３日間にわたり、南大阪
ミニバスケット連盟主催による「第９回グラジュエー
ションカップ」が泉大津市立総合体育館、太子町立
総合体育館で行われました。
　この大会の女子の部に太子スターズ（千早赤阪村・
太子町合同チーム）として、赤阪小学校６年生女子
の６人が出場しました。
　この大会は、南大阪地域での小学生の卒業試合で、
28チームがエントリーをし、白熱したゲームが繰り
広げられました。
　太子スターズは大健闘し、第３位と好成績を挙げ
ました。

● ミニバスケット第₉回グラジュエーションカップ ●

部　　門 区間 距離 区間タイム（区間順位） 通過順位 氏　　　名

中学男子の部 第１区 4,600ｍ 14分46秒　（１） １位 西　坂　友　希

〃 第２区 3,100ｍ ９分14秒　（１） １位 西　田　雄　飛

〃 第３区 3,100ｍ 10分05秒　（１） １位 日　谷　優　希

〃 第４区 3,100ｍ 10分07秒　（１） １位 矢　倉　一　成

〃 第５区 3,100ｍ 10分20秒　（２） １位 辻　野　　　翔

〃 第６区 3,100ｍ ９分57秒　（１） １位 山　本　航　大

むらの話題 あ　れ　こ　れ

1�



小吹　 日  下 　 愛  美 さん
＜19歳　かに座＞

ManamiNichige

近況は・・・
　四天王寺大学短期大学部の生活ナビゲーショ
ン学科に通っています。
趣味は・・・
　買い物に行くことや、友達と遊ぶことです。
夢は・・・
　やりがいのある仕事に就くことです。
最近、楽しいと思ったことは・・・
　高校の友達と東京や小豆島へ旅行に行ったこ
とです。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・
　緑がいっぱいで、空気が綺麗で、いいところ
だと思います。
　もうちょっと便利になったらもっといいのに
なぁと思います。
₅月号は・・・
　中学校の同級生の矢倉　康暉くんです。
矢倉くんへメッセージを・・・
　またみんなで遊ぼうね !!

３歳のとき、秋祭りで叔父さんにだっこし
てもらいだんじりに乗せてもらいました。

二河原辺　かわぐち　らいむ　ちゃん
（　川　口　　　来　夢　）

　　　　　　　　　　　　　　平成23年11月７日生まれ
大自然の中で、のびのび元気に育ってね。

　父・智行さん、母・知美さん

森屋　うちだ　ゆうひ　ちゃん
（　内　田　　　祐　妃　）

　　　　　　　　　　　　　　平成24年９月６日生まれ
抱っこが大好きで、いつもニコニコ可愛い祐妃ちゃん。
いつまでも、お姉ちゃん、お兄ちゃんと仲良くしていてく
ださいね。

　父・訓史さん、母・さや佳さん

わがやのホープわがやのホープわがやのホープわがやのホープ

257
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村国保診療所の診療時間について

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎�0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎�0240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時

　幼児期前半はしっかり遊んで身体や人と関わる力を育て
る大切な時期です。親子で手遊びやリズム体操、家ではで
きないダイナミックな遊びなどを行います。お子さんと一
緒に遊びに来ませんか。　
日時　�５月16日（木）・23日（木）・30日（木）・６月6日（木）・

13日（木）・20日（木）

　　　午前10時〜11時30分（６回シリーズ）
場所　保健センター・Ｂ＆Ｇ海洋センター
対象　�①初めて参加される人−１歳６か月から３歳未満の

幼児とその保護者
　　　②２回目以降の人−調整会議で決定します。
定員　15組程度（きょうだいの同伴はご相談ください）
費用　無料
受付　４月８日（月）〜19日（金）

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休日診療

内科・歯科

休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

小児科

富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

小児夜間救急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉕1122
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
�
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
診

１歳６か月児
健 康 診 査

４月10日㈬

午後１時
～１時10分

平成23年７月
　　　～９月生

３歳６か月児
健 康 診 査

午後１時45分
�～１時55分

平成21年７月
　　　～９月生

２ 歳 児
歯 科 健 診

４月19日㈮

午後１時
�～１時15分

平成23年１月
　　　～３月生

歯科フォロー
健 診

１歳６か月・
２歳フォロー
午後１時45分

～２時
１歳６か月・２
歳・３歳６か月
児健診で虫歯に
なりやすいと判
断された幼児

３歳６か月
フォロー
午後２時15分
～２時30分

広
場
・
講
習

のびのびげんき
ひ ろ ば
（子育て支援センターの

出張ひろば）

４月８日・15日
・22日㈪・
30日・５月７日
㈫

午前10時
～11時30分

就学前の乳幼児
と保護者

なかよし広場
（親と子の交流会）

４月17日㈬

午前10時
～11時30分

０歳から幼稚園
入園前の乳幼児
と保護者

あかちゃん広場
（交流会・遊び・相談）

午前10時
～11時30分

０～１歳ごろま
での乳幼児と保
護者

離乳食講習会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時
～10時45分

１歳頃までの乳
幼児の家族

相
談

歯 科 衛 生 士
に よ る
個別歯科相談

４月22日㈪
午後２時
～３時30分
（要予約）

歯・歯ぐき・入れ
歯に関する相談
を希望する人

保健師による
健 康 相 談
（電話・来庁）

４月23日㈫
午前10時

～正午
（来庁の場合要予約）

健康・育児・介
護など相談を希
望する人

個 別 健 康
栄 養 相 談 ４月26日㈮

午後
１時30分～
（要予約）

食事療法が必要
な人、健康のた
め食生活を改善
したい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
☎
㉓
２
６
８
１

こころの健康相談 ㈪～㈮
午前
９時30分
～午後５時

電話で問い合わ
せください
（予約制）

エイズに関する
相 談 ㈪～㈮

午前
９時30分
～午後５時

電話相談も可

血 液 検 査

［エイズ・梅毒］・クラミジア
第１・３
水曜日

午後１時
　　～２時

エイズ抗体検査
は無料、
そのほか手数料
が必要な場合あ
り

血 液 検 査
［肝炎ウイルス］ 第３水曜日

午前
９時30分
～10時30分

無料・予約制
（先着順）

•飲用水・井戸水検査
•腸内細菌検査
•寄生虫卵検査

毎週月曜日
（祝日の場合
は翌日）

午前
９時30分
～11時30分

有料

★相談や検査に関するプライバシーは守ります。

あそびの教室（きしゃぽっぽ）参加者募集

けんこうのページけんこうのページけんこうのページ 〈問い合わせ〉
  健康福祉課
  保健センター　☎�0069

健康診査＆相談など

休日・夜間の医療機関など
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食
べ
て
く
れ
そ
う
」「
家
で
も
ぜ
ひ

作
っ
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
参

加
者
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
か
ら
は
学
校
給
食
に
も
取
り
入

れ
て
も
ら
い
、
村
の
食
材
と
し
て
親

し
む
機
会
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

粉
豆
腐
は
水
で
戻
さ
ず
使
え
る
の

で
、
凍
豆
腐
よ
り
も
手
軽
に
使
え
ま

す
。
そ
の
上
、
柔
ら
か
く
食
べ
や
す

い
た
め
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
幅
広
い
年
代
の
人
が
食
べ
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
・

カ
ル
シ
ウ
ム
・
鉄
分
を
多
く
含
ん
で

い
る
の
で
、
骨
粗
し
ょ
う
症
や
貧
血

の
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

栄
養
豊
富
で
手
軽
に
使
え
て
、
誰

で
も
食
べ
ら
れ
る
粉
豆
腐
。
ど
ん
な

も
の
に
も
使
え
る
の
で
、
い
ろ
ん
な

料
理
に
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

テ
ー
マ
：「
粉
豆
腐
」

　

凍
豆
腐
は
豆
腐
を
凍
ら
せ
、
乾
燥

さ
せ
て
作
り
ま
す
。
冷
凍
庫
や
乾
燥

機
が
な
か
っ
た
昔
は
寒
い
地
域
で
し

か
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
千
早
地
区

で
は
昭
和
の
初
め
ご
ろ
を
中
心
に
盛

ん
に
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一
時
は

凍
豆
腐
が
「
千
早
豆
腐
」
と
呼
ば
れ

る
ほ
ど
有
名
な
産
地
で
し
た
。
こ
の

凍
豆
腐
を
作
る
際
に
出
た
切
れ
端
や
、

形
状
不
良
の
も
の
を
粉
末
状
に
し
た

も
の
を
粉
豆
腐
と
言
い
、
村
で
は
、

だ
し
汁
で
水
菜
や
白
菜
な
ど
の
野
菜

と
ち
く
わ
と
粉
豆
腐
を
煮
て
、
卵
で

と
じ
た
煮
物
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
村
で
は
凍
豆
腐
を
作
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
粉

豆
腐
を
食
べ
る
習
慣
は
残
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
最
近
で
は
「
粉
豆
腐
を

知
ら
な
い
」「
聞
い
た
こ
と
は
あ
る

け
ど
食
べ
た
こ
と
は
な
い
」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
粉
豆
腐
を
食
べ

る
伝
統
を
残
そ
う
と
３
月
１
日
に
保

健
セ
ン
タ
ー
に
て
「
村
の
郷
土
食
お

料
理
教
室
」
を
開
催
し
、
粉
豆
腐
を

使
っ
た
伝
統
的
な
煮
物
や
ア
レ
ン
ジ

料
理
を
紹
介
し
ま
し
た
。「
簡
単
で

お
い
し
い
」「
子
ど
も
も
こ
れ
な
ら

「
粉
豆
腐
の
煮
物
」

「
村
の
郷
土
食
お
料
理
教
室
」
紹
介

レ
シ
ピ
よ
り

〈
材
料
〉（
４
人
分
）

水
菜
…
２
０
０
ｇ　

う
す
揚
げ
…
１

０
０
ｇ
（
大
１
枚
）　

ち
く
わ
…
60
ｇ

（
小
２
本
）　

粉
豆
腐
…
60
ｇ　

だ
し

汁
…
４
５
０
㏄　

Ａ
（
砂
糖
…
大
さ

じ
２　

濃
口
し
ょ
う
ゆ
…
大
さ
じ
２

み
り
ん
…
小
さ
じ
１　

塩
…
小
さ
じ

１/

６
）　

卵
…
１
個

①�

水
菜
は
根
元
を
切
り
落
と
し
、
３

㎝
長
さ
に
切
る
。

②�

う
す
揚
げ
は
熱
湯
で
油
抜
き
を
し

て
縦
半
分
に
切
り
、
細
い
短
冊
に

切
る
。

③�

ち
く
わ
は
、
縦
半
分
に
切
り
２
～

３
㎜
厚
さ
に
切
る
。

④�

だ
し
汁
を
煮
立
て
、①
を
入
れ
る
。

煮
上
が
っ
て
き
た
ら
Ａ
を
入
れ
る
。

⑤
②
と
③
を
入
れ
て
さ
ら
に
煮
る
。

⑥�

⑤
に
粉
豆
腐
を
入
れ
、
煮
汁
が
少

な
く
な
る
ま
で
か
き
混
ぜ
な
が
ら

中
火
で
３
～
４
分
炒
り
煮
に
す
る
。

⑦�

⑥
に
溶
き
卵
を
加
え
て
火
を
止
め
、

ふ
た
を
し
て
蒸
ら
す
。

（
健
康
福
祉
課　

管
理
栄
養
士
）

　任意予防接種の高齢者用肺炎球菌ワクチンの接種費用を
一部助成しています。
対象　①70歳以上と、②65～69歳で心臓・呼吸器の慢性疾
患、慢性腎不全、糖尿病、肝臓病などのため医師が必要と
認めた人
※助成を受けるための申請書を発行しますので、接種前に
保健センターへの連絡が必要です。
公費助成額・回数　3,000円（助成は１人１回限り）
※５年を目安に一定の間隔があれば、医師の判断で２回目
の接種ができますが、村からの助成は１人１回限りです。
場所　指定医療機関（千早赤阪村・富田林市・河南町・太
子町）
備考•事前に予約など医療機関へ確認ください。
　　•任意予防接種ですので、接種義務はありません。

　麻しんは、人から人にうつる病気です。麻しんウイルス
は非常に感染力が強いため感染しやすいので、ワクチンに
よって免疫をつくり、予防することが重要です。

　麻しん風しん（ＭＲ）予防接種は指定医療機関での個別
接種（無料）です。過去に麻しん風しんにかかったことが
明らかでない人は、予防接種を受けましょう。

　日本脳炎予防接種は、指定医療機関での個別接種（無料）
です。なお、接種を勧めることを控えてきたことにより接
種機会を逃した平成７年４月２日から平成19年４月１日生
まれの人で接種が完了していない人は、下記の対象年齢を
超えていても未接種分を接種することができます。

予防接種 平成25年度の対象者
ＭＲ１期 １歳以上２歳未満
ＭＲ２期 平成19年４月２日～平成20年４月１日生

※ＭＲが未接種で対象年齢を超えた人は相談ください。

接種 対象者 回数 標準接種年齢

１期初回 ３歳以上
７歳６か月未満

２回 ３歳

１期追加 １回 ４歳

２期 ９歳以上13歳未満 １回 ９歳

粉豆腐ドーナツ（写真左上）、粉豆腐の煮物（写真上中）、
粉豆腐ボールの中華風煮（写真右下）

肺炎球菌ワクチン費用助成

麻 し ん 風 し ん 予 防 接 種

日 本 脳 炎 予 防 接 種

けんこうのページけんこうのページけんこうのページ 〈問い合わせ〉
  健康福祉課
  保健センター　☎�0069

『
村
に
伝
わ
る
郷
土
食
を
残
そ
う
』

●

●

健康ちはやあかさか21
イメージキャラクター

22



平成25年度　がん検診のお知らせ
₅・₆・₇月分の検診は₄月₁日から受付開始、₉・10月分の検診は₆月₁日より受付開始します。

場所　保健センター
＊検診は、すべて予約制となります。
＊検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診できません。
＊定員になり次第締め切ります（キャンセル待ちになっている場合もあります）。
　予約をされた人には検診日の約２週間前に予約票など詳しい案内を送ります。
＊検診日に介助の必要な人は相談ください。
＊負担していただく受診料はいずれも検査料金の２割５分程度です。
　当日受付で支払ってください。（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。健康福祉課へ事前に申し出てください）
＊大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場合は必ず相談ください。

日曜日検診もあります！

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

・
肺
が
ん
・
結
核
検
診

検 診 日 ５月24日（金）・６月4日（火）・６月26日（水）・７月７日（日）�　��
当 日 受 付 時 間 午前８時30分〜11時
対 　 　 象 受診日現在40歳以上の人
受診できる回数 年度に１回
定  　  員 各50人

内   　 容 〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影、〈大腸がん〉問診・便潜血検査〈肺がん・結核〉問診・胸部Ｘ線直接撮影（喀痰検査は必要者のみ）

受  診  料 〈胃がん〉1,000円、〈大腸がん〉300円、〈肺がん ･結核〉600円（肺がん喀痰検査別途500円：喀痰提出時徴収）

子
宮
頸
が
ん
検
診

検  診  日 ６月12日（水）･７月２日（火）
当 日 受 付 時 間 午後１時15分〜３時

対 　 　 象 受診日現在、20歳以上の和暦で偶数年生まれの人
（ただし、奇数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）

受診できる回数 ２年（年度）に１回
定 　   員 各55人
内 　   容 問診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は実施しません）
受  診  料 1,000円

乳
が
ん
検
診

検  診  日 ６月12日（水）�･�７月２日（火）

当 日 受 付 時 間

〈午前〉９時30分（40歳代のみ）、
10時・10時30分・11時（50歳以上）

〈午後〉12時45分（40歳代のみ）、
１時15分・１時45分・２時15分（50歳以上）

対 　 　 象

�受診日現在、40歳以上の和暦で偶数年生まれの人
（ただし、奇数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）
※�次の人は乳がん検診対象外です。主治医に相談の上、医療機関で受診してく
ださい。
　　　◦39歳以下の人
　　　◦妊娠中または妊娠の可能性のある人
　　　◦授乳中の人
　　　◦心臓ペースメーカーを装着している人
　　　◦豊胸術をしている人

受診できる回数 ２年（年度）に１回

定 　   員
〈午前〉40歳代７人、50歳以上22人
〈午後〉40歳代６人、50歳以上22人
※午後は子宮がん検診とセットで受診する人が優先です。

内 　   容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）
受  診  料 1,100円

けんこうのページけんこうのページけんこうのページ 〈問い合わせ〉
  健康福祉課
  保健センター　☎�0069
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き

東日本大震災義援金の受付を延長します
　東日本大震災義援金の受付期間を平成26年３月31日（月）まで延長します。
義援金の詳細は、村ホームページをご覧ください。

〈問い合わせ〉総務課

役場の組織機構が変わります
　村では、限られた職員体制で効率のよい住民サービスの提供と組織の枠に
とらわれない機能運営を行うため、副村長の下に理事職を設置します。
　また、政策推進室を総務課に統合し、グループ制を廃止します。
　グループ制は廃止しますが、従前からの各課の業務内容や執務場所の変更
はありません。
〈問い合わせ〉人事財政課

大阪府警察音楽隊コンサート
　３月16日、ナカバヤシ物流センターにおいて、二河原辺地区の世代間交流
事業の一環として、大阪府警察による防犯・交通安全教室と音楽隊とフレッ
シュウィンズによるコンサートが行われました。
　小さな子どもからおじいちゃん、おばあちゃんまで、集まった約100人の
観客は、交通安全ビンゴゲームや、音楽隊とフレッシュウィンズの華やかな
ドリル演奏に聞き入っていました。

〈問い合わせ〉総務課

親支援事業「子育て支援講演会」を行いました
　３月17日、くすのきホールにおいて子どもを持つ保護者などを対象に、家
庭における子育て力の向上を目的として子育て支援講演会を行いました。
　講師に、ＮＨＫ「すくすく子育て」を始め、テレビ・新聞・ラジオなどで
も積極的に発言や発信を行っている神戸常盤大学准教授の小崎恭弘先生を招
き、「パパの子育て・家族の子育て」をテーマに父親の育児を中心に話をされ
ました。
　イクメン（積極的に育児を行う男性）についての説明や実際に開催された
パパスクールでのエピソード、子どもと
仲良くなる方法、ママとのよい関係作り
など父親の子育てに必要なアドバイスを
話され、参加者は、熱心に耳を傾け有意
義な講演会となりました。
〈問い合わせ〉健康福祉課

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

も え る ご み
（火・金曜日）

４月２日（火）・
５日（金）・９日（火）
12日（金）・16日（火）
19日（金）・23日（火）
26日（金）・30日（火）
５月３日（金）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

４月３日（水）
５月１日（水）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

４月11日（木）
　　25日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） ４月18日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） ４月24日（水）

各地区ミゼット車 ４月17日（水）予定

森屋、水分、川野辺、二河原辺
桐山、小吹、吉年 ４月29日（月）予定

千早、東阪、中津原 ４月30日（火）予定

心配ごと ４月４日（木）・18日（木）
５月２日（木）

児　　童 ４月４日（木）
５月２日（木）

行　　政 ４月18日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
役場会議室
※事前に電話で予約してください。
（太子町・河南町役場でもご相談でき
ます）

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

〈問い合わせ〉
千早赤阪村住民課住民生活グループ・河南町生活環境課
☎�2500・太子町住民人権グループ☎�5515　

総人口　5,968人（－９）
　男　　2,836人（－３）
　女　　3,132人（－６）
世帯数　2,356戸（－２）

２月末日現在、（�　）�は対前月比
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就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時30分
地域振興課


